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2010 年度日本液晶学会 第 3 回理事会（ＨＰ公開用） 
 

日時：2010 年 7 月 24 日（土）13：30～17：30 
場所：日本液晶学会事務局 
出席：檜山爲次郎，池田富樹，水嶋繁光，栗原清二，小野浩司，花﨑知則，井上勝，松山明彦，久

保野敦史，岸川圭希，吉田真史，城田幸一郎， 豊岡武裕，内海夕香，長谷川雅樹，岡田裕之 
欠席：古江広和 
オブザーバー：諸星宗一（事務局，（株）アドスリー） 

 
審議事項 
総務委員会 
1．2010 年度第 2 回理事会議事録（HP 公開用）の確認（承認） 
2．学会賞（功績賞、業績賞、論文賞、奨励賞）候補者について（承認） 

3．次期役員選考候補者について（承認） 

4．名誉会員について（承認） 
5．内閣府「平成 21 年度チャレンジ・キャンペーン~女子高校生・学生の理工系分野への選択~」の

募集について（承認） 

共催は来年度以降に再検討する。協力団体として今年度協力する。  

6．法人化について 

今後のタイムテーブルについては承認。ほか継続審議。 

 
財務委員会 

1．2011 年度予算案について審議し，一部修正の上，承認された． 
2．シグマ出版著作権使用料未払いに関する問題について審議し対応策が決定された． 
3．液晶科学実験入門 210 冊の処分方針について検討した結果，継続審議課題とすることとした． 
 
編集委員会 
（報告事項） 
2010 年第 3 回編集委員会（7/24 開催）：会誌 7 月号の発刊および 10 月号以降の進捗状況について

報告された。（承認） 
 
行事委員会 
1.2010 年日本液晶学会講演会討論会について 

(１）液晶７月号お知らせ記事内容が説明された。（承認） 

(２）討論会プログラム CD、冊子、予稿集縮刷版の見積書が説明された。（承認） 

2.サマースクールの準備および実施について 
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(１）サマースクールの宿泊・会議室利用費等の見積書が説明された。（承認） 

(２）参加人数の推移について説明があり、今後、サマースクールを続けるかどうかが審議された。来年

度については、これまで通りサマースクールを行うこととなった。（継続審議） 

3. 台湾液晶学会会長からの「年会における人的交流」の申し出について 

Fuh 教授（台湾成功大学、台湾液晶学会会長）から、「年会における人的交流」を希望する旨のメールが

あったことが紹介され、今後の交流について話し合った。台湾側の具体的な申し出を待つこととした。（継

続審議） 

4. 今後の行事担当の仕事分担案 

(１）サマースクールについて 

スクールの準備・実施時期と液晶討論会の準備時期が重なるため、研究会担当理事や会員担当理事に対

しても準備を手伝ってもらいたいとの希望が行事担当よりだされ、議論された。（継続審議） 

(２）講演会・討論会準備について 

2010 年液晶討論会の本部側の準備は、行事担当理事（1 名）が行ったため、十分な対応や準備が

できなかった。J-Stage の申込・登録手続き、参加登録、予稿原稿収集、および、講演番号・時

間・予稿集書き方の配信を情報担当理事に、企業セッションの準備を理事会全体にお願いしたい

との希望が出され、議論された。（継続審議） 

 
情報委員会 
１．ウェブサイトの移設 

レンタルサーバー会社のサーバーを利用している学会のウェブサイト、及び国立情報学研究所（NII）の

サーバーを利用している各研究フォーラムのウェブサイトを学会事務の委託先であるアドスリー社が管

理するサーバーに移設する件について、作業内容及び費用等をアドスリー社と協議し合意を得た。 

 
会員委員会 
1．入退会者の承認の件（承認） 
2．会員数の維持・増強についての施策の件（報告・審議） 
 （１）会費未納者への対応 
    郵送通知 1 回（7 月） 

メール通知 2 回（次年度会費請求書送付直前、締切 10 日前） 
    学生会員の卒業予定者への正会員移行依頼メール（1 月） 
 （２）会員数増強についての案（継続審議） 
    学会の宣伝（パンフレットの配布強化） 
    液晶学会講演会・討論会、フォーラム速報のメールニュース配信等 
    会員勧誘の施策等 
 
研究委員会 
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1. 2010 年の液晶学会講演会は開催が福岡で、講師の交通費がかさむため、参加費を昨年よりそれぞれ

1000 円値上げし、事前登録の場合、会員 4000 円、非会員 5000 円、当日は会員 5000 円、非会員 6000

円と変更した。学生は 500 円に据え置いた。（メール審議）：承認 

 
 
報告事項 
総務委員会 
1．メール審議 
（１）表彰委員会_推薦委員会 （承認） 

（２）未踏科学講演会_後援 （承認） 

（３）シーエムシー出版予定の書籍タイトル （承認） 

（４）国際液晶学会ボードメンバー （承認） 

（５）役員選考委員会 （承認） 

（６）会員承認（承認） 

（７）討論会における企業セッションの九州大学 G-COE との共同開催（承認） 
 

財務委員会 
1．2009 年度決算および会計監査結果について報告された． 
2．液晶討論会準備金（100 万円）を支出した件について報告された． 
3．ディスプレイフォーラム講演会（7/9）準備金（20 万円）を支出した件について報告された． 
4．シグマ出版著作権使用料未払いの件について現状報告がなされた． 
5．ILCS の Affiliate Society Membership dues 支払いの件について報告された． 
 
行事委員会 
1.2010 年日本液晶学会講演会討論会の準備について 

(１）J-Stage の申込・登録手続（5月 12～26 日）がトラブルなく行われ、口頭 91 件、ポスター114 件の

申し込みがあった。 

(２）4月号の学会のお知らせ記事執筆と HP に講演会・討論会の記事掲載が報告された。 

(３）予稿原稿提出 7月 7～22 日が順調におこなわれたことが報告された。 

(４）企業セッションの九州大学 G-COE との共催が決まり、講演会・討論会の会場費が無料になることが

報告された。（すでにメール審議にて理事会承認済：７月上旬） 

2.サマースクールの実施について 

7 月 22～24 日に房総九十九里（ホテル東天光）にて、「液晶分子の心を知る －分子集合状態の

デザインと制御－」というテーマで参加人数: ４８名（＝会員１３名＋非会員１３名＋学生会

員５名＋学生非会員８名＋講師８名＋校長１名）にて行われた。校長：沓水祥一（岐阜大学）、 

実行委員長：久保野敦史（静岡大学）。 
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情報委員会 
特になし 

 
会員委員会 
1．会員数の確定（2010 年 5 月 31 日時点）の件 
 
研究委員会 
1. 9 月 5 日に実施予定の液晶学会講演会プログラム９件を決定し、内容を報告した。 

2. 7 月 9 日に東京で実施されたディスプレイ研究フォーラム講演会の実績を報告した。 


